
福岡県住宅・建築物耐震化連絡協議会の取組について 

 

１．協議会設立について 
 
近年発生している大地震において、多くの住宅・建築物が倒壊するなどの甚大な被害が生じてい 

ることを鑑み、県民の生命・財産等を守るため、県、市町村及び関係団体が一体となって、住宅・建

築物の耐震化に関する課題や情報の共有及び取組の検討を行うことで、耐震化を推し進めること

を目的として、令和６年5月２１日に設立された。 

 

2．協議会の概要 
  
木造住宅耐震化部会及び所管行政庁部会の２つの部会にて取組等の検討を行う 

 

◆木造住宅耐震化部会 

   ・木造住宅の耐震化に関する現況、取組、課題の把握 

・木造住宅の耐震化を促進するための取組を検討 
 

◆所管行政庁部会 

・特定建築物等の耐震化に関する現況、取組、課題の把握 

・特定建築物等の耐震化を促進するための取組の検討 

   ・耐震改修促進計画に関する課題等の情報共有 

 

３．令和６年度の協議会の取組について 
  

◆木造住宅耐震化部会 

   ・現在の耐震化の取組における課題と今後の対策強化に向

けたアイデアについて、グループディスカッションを実施

（参加者：32市町村） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆所管行政庁部会 

・通行障害建築物所有者へのアンケート及び戸別訪問を実施 

・一般県民向けの啓発として、耐震・防災セミナーを実施 

 

4．協議会の取組を踏まえた県の取組等への反映 

（令和７年度） 
  

   ・福岡県ふるさと納税の返礼品に耐震診断アドバイザーの派遣を追加 

   ・低コスト工法について耐震改修事業者技術講習会を実施 

   ・除却工事費補助対象者を空き家の相続人、又は購入した移住者にも拡大 

資料４ 

←グループディスカッション 

の様子 

↑耐震・防災セミナー案内チラシ 


